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可能性があるのではないか、という推測のもと、今回我々は骨盤 MRI を用いて 3D 再構成法に
より子宮体部の容積を算出し、子宮内膜症女性における子宮の形態的特徴について検討した。	
	 方法は、当科で手術を行った 20〜45 歳の正常月経周期を有する未妊婦で、他の子宮内病変
（子宮筋腫、子宮腺筋症、子宮体部および頸部の悪性腫瘍等）を有さない内膜症性嚢胞例（内
膜症群、n=39）と内膜症性嚢胞以外の卵巣腫大を有する症例（対照群、n=36）を対象とした。
画像処理ソフトウェア(OsiriX)	を用いて、術前の骨盤 MRI を 3D 再構成して子宮体部体積の測
定を行った。T2 強調画像の水平断像を用いて、各画像上の子宮の外周をトレースし関心領域(R














	 今回の研究では、MRI の 3D 再構成に基づく子宮体部体積および内腔長が子宮内膜症を有す
る女性で有意に大きいことを明らかにした。子宮内膜症発生の結果として局所の高エストロゲ
ン環境や高サイトカイン環境が子宮の増大に関与している可能性や、子宮腔延長による逆流経
血の増加が子宮内膜症の易罹患性に関与している可能性、また子宮筋層体積の増大が子宮内膜
症の症状である月経痛の増強に関与している可能性が考えられた。	
	
 
